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夢膨らむピカピカの新入生 
   ４月は入所式、入園式、入学式、入社式と新しい人生を出発させる月です。世代は異なっていて  

も、新たなる出会いの中で、夢と希望を膨らませ、一歩一歩前進していくことを期待しています。 

                        登別市子ども会育成連絡協議会主催の「こいのぼり 

                       マラソン大会」が５月５日に、市内の陸上競技を発着

点に繰り広げられました。あいにくの曇り空で、肌寒い天候の中１２２

名の参加者は寒さを吹き飛ばすように元気 

 

 市内の小中学校は、４月６・７日の両日で入学式が行われました。小学校の新入生は男女あわせて 

４１３名､中学校は４７５名の児童・生徒が入学いたしました。 

夢と希望に胸を膨らませて入学した子ども

達が、楽しく有意義に過ごせる学校生活であ

って欲しいものです。また、登別小学校で、 

「平成１８年度新入生入学児童を交通事故か

ら守る運動」の啓発運動が行われました。市

長をはじめ関係者が、交通安全に関わるグッ

ツが入っている包みを新入生に優しく言葉をかけながら手渡しました。 

その後各学校では､お兄さん

やお姉さん達が、新入生の歓迎の意を込めていろいろな催

し物をし、楽しい時間を過ごしました。写真は幌別西小学

校で行われた一年生を迎える「こいのたきのぼり」での一

コマです。一方、市民会館では４月２５日に「ときめき大

学」の入学式･始業式が行われ、生涯学習を積極的に進め

る６０歳以上の男性１３名、女性２８名の方が入学いたし

ました。新入生を代表して山口トメさんが新入生を代表し

て力強い誓いの言葉を述べました。引き続き、第１回の講

義が行われ、講師に市立室蘭図書館の山下敏明館長を迎

え、「“ときめき”＝ドキドキか」と題して講演が行われ、

興味深く聞きいっていました。 

 

登別小入学式 

 

 

 

 

 

こいのぼり集会 

                    登別市青少年補導センターでは、各学校と児童・生徒の外出

時間について検討を重ね一昨年に次のように定めました。小学生は午後６時（冬期間１１月～３月は午

後４時３０分）まで、中学生は午後７時（冬期間は午後６時）までといたしました。この「きまり」を

もとに、ある小学校では１年を三期に分けて帰宅時間を設定しているところもあります。ご家庭でも帰宅

時間の目安についてお子さんと話合い、家庭でのしつけに生かしていただければ幸いです。 

に７㌔、５㌔、３㌔の順でスタートしまし 

た。４歳～７５歳までの参加者は沿道の声援

に応えながら笑顔でマイペースを保ち、心地

よい汗をながしました。 

一般男子①川島、②酒井、③菅野 

一般女子①阿部、②関口 

 

 

 

結果は次のとおりです。 

【３㌔】     （敬称略）      

小学男子①小鹿、②東、 ③内山   【5 ㌔】 

小学女子①寺崎、②根本、③須藤    小学女子①小鹿 

中学男子①横山、②須藤、③橋本    中学男子①東 、②佐藤、③千葉 

一般男子①加藤、②山地、③渡辺    中学女子①阿部、②小野 

一般女子①柴田、②斉木、③桜井    一般男子①吉野、②河田、③山本 

【７㌔】 

 読書は、想像する力や考

える力、思いやりの心を育

くみます。また、自らの行

動力をも助長します。 

今、多くの学校で朝読書

を実施しているところが

増えてきました。   

読書を通じて子どもが

感じたり、考えたりしたこ

とに耳を傾け親子の会話

を増やしてください。 

 

規則正しい睡眠と毎日の朝ごはん、これをき

ちんとやっている子どもほど勉強も運動もよく

できるというデータもあります。朝食は一日の

スタートをする上でのエネルギーであり集中力

ややる気、体力の源となります。早寝､早起きの

習慣をつけて、健康で明るい生活ができるよう

にしていきたいものです。 

  

夢や希望を持つということは子どもの成長

にとって欠かせないものです。どんなに小さく

変に思えるものでも耳を傾け、アドバイスをし

てあげることによって、その実現に努力した

り、失敗したりして成長していきます。自分の

経験や他の人々の生きかたなどを折りにふれ

て話し、温かく見守っていきたいものです。 

子どもの言うことを何でも聞くことが、親のやさしさではありません。また、みんながしている、み

んなが持っていると言う言葉にも気をつけることも大切です。安易に物を買い与えることは、欲しいもの

を手に入れるための努力をしたり、我慢したり、工夫する創造力を摘み取ることになりかねません。そし

て、やたらと欲しいものを手に入れるために自制が利かなくなり、わがままな人間を作ってしまいます。

また、「みんなが」と言う言葉には２～３人のことを言うこともあります。何でも安易に買い与えず、な

ぜ、それが必要なのか、じっくりと話し合い、子どもの言いなりにならないことも愛情の一つです。 


